
  

清
川
歴
史
公
園
か
わ
ら
版 

清
川
歴
史
公
園
管
理
運
営
委
員
会
で
は
、
食
堂
・
売
店
・
ガ

イ
ド
な
ど
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

管
理
運
営
委
員
会
、
ま
た
は
役
場
立
川
総
合
支
所
立
川
地
域
振

興
係
ま
で
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

 

連
絡
先 

〇
二
三
四-

五
六-

二
二
一
七 
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文
久
元
（
１
８
６
１
）
年
五
月
二
十

日
、
幕
府
の
謀
略
に
よ
る
無
礼
人
斬
り

に
よ
っ
て
追
わ
れ
る
身
と
な
っ
た
清

河
八
郎
が
、
攘
夷
討
幕
の
同
志
を
求
め

て
全
国
遊
説
し
た
時
の
記
録
を
自
筆

で
残
し
た
「
潜
中
紀
略
」「
潜
中
紀
事
」

「
潜
中
始
末
」
。
こ
れ
ら
の
潜
行
記
か

ら
、
当
時
の
清
河
八
郎
の
思
想
行
動
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
参
加
者

か
ら
潜
行
中
に
清
河
八
郎
が
ど
の
よ

う
に
し
て
資
金
調
達
を
し
た
の
か
、
ま

た
江
戸
の
清
河
塾
の
所
在
地
に
関
す

る
質
問
が
出
て
、
興
味
深
い
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

亀
ノ
尾
の
里
資
料
館 

【企
画
展
】 

潜
中
紀
事
か
ら
見
る
改
革
へ
の
道 

清
河
八
郎
記
念
館 

廣
田
館
長
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

余
目
第
四
公
民
館
・
庄
内
町
亀
ノ

尾
の
里
資
料
館
展
示
室
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
、
第
九
十
六
回
企
画
展
「
清

河
八
郎
展
・
潜
中
紀
事
か
ら
見
る
改

革
へ
の
道
」
に
合
わ
せ
て
、
令
和
四

年
一
月
二
十
日
（
木
） 

午
後
一
時
三

十
分
か
ら
、
清
河
八
郎
記
念
館
の
廣

田
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
十
二
月
か
ら
冬
期
休
業
し
て
お

り
ま
し
た
清
川
歴
史
公
園
は
、
今
年
三

月
一
日
（
火
）
か
ら
営
業
再
開
し
ま
し

た
。
ま
た
、
御
食
事
処
「
御
殿
茶
屋
」
は
、

三
月
十
二
日
（
土
）
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。 開

所
に
向
け
て
、
二
月
十
六
日
に
は

清
川
歴
史
公
園
周
辺
で
除
雪
を
行
い
、

準
備
を
進
め
ま
し
た
。 

清
川
関
所
・
川
口
番
所
で
は
現
在
、

「
酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
企
画

展
【
荘
内
藩
の
参
勤
交
代
】
」
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
普
段
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
貴
重
な
資
料
を
展
示
し
、
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

御
食
事
処
・御
殿
茶
屋 

令
和
四
年
三
月
・四
月 

【ひ
な
祭
り
企
画
】開
催 

御
殿
茶
屋
で
は
三
月
一
日
（
火
）
か

ら
四
月
三
日
（
日
）
ま
で
「
ひ
な
祭
り

企
画
」
と
し
て
、
渡
部
甚
内
家
に
伝
わ

る
、
由
緒
あ
る
お
雛
様
を
お
借
り
し

て
、
清
川
関
所
に
飾
っ
て
お
り
ま
す
。

珍
し
い
「
七
人
官
女
」
な
ど
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
「
ひ
な
祭
り
企
画
」
で
は
、

歓
喜
寺
の
柳
川
さ
ん
や
近
藤
さ
ん
（
荒

宿
）
の
ご
協
力
を
頂
い
て
、
御
殿
茶
屋

と
コ
ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

○
お
雛
様
御
膳 

三
月
二
十
日
（
日
）
、
三
月
二
十
七

日
（
日
）
、
四
月
三
日
（
日
）
の
三
日

間
で
各
日
１
５
食
限
定
の
「
お
雛
様
御

膳
（
１
食
１
，
３
０
０
円
）
」
を
ご
用

意
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
「
お
雛

様
御
膳
」
に
は
、
抹
茶
と
和
菓
子
が
付

き
ま
す
。 

○
箏
演
奏
と
お
抹
茶
会 

三
月
二
十
四
日
（
木
）
、
三
十
日

（
水
）
に
は
、
お
昼
十
二
時
半
か
ら

「
箏
演
奏
と
お
抹
茶
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
お
雛
様
を
愛
で
な
が
ら
、
手
打
ち

そ
ば
の
昼
食
と
裏
千
家
淡
交
会
庄
内
支

部
の
近
藤
敬
子
さ
ん
に
よ
る
抹
茶
・
和

菓
子
を
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
き
ま

す
。
生
田
流
箏
林
会
本
間
社
中
職
格
者

の
柳
川
郁
子
さ
ん
に
よ
る
箏
の
生
演
奏

を
楽
し
み
、
ま
た
演
奏
に
合
わ
せ
て
一

緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。
定
員
１
５
名
・

お
ひ
と
り
１
，
０
０
０
円
で
す
。 

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
清
川
関
所

【
☎
０
２
３
４
‐
２
５
‐
５
８
８
５
】

へ
お
電
話
に
て
ご
予
約
く
だ
さ
い
。 

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
終
了
し
ま

す
。
（
定
休
日
：
毎
週
月
曜
日
） 

除
雪
に
よ
り
駐
車
場
か
ら
歩
い
て
楽
に

行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
船
見
番
所 

清
河
八
郎
記
念
館
も
、
令
和
四
年

三
月
一
日
（
火
）
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
っ
て

来
ま
し
た
ら
、
清
河
神
社
や
清
川
関

所
と
合
わ
せ
て
、
歴
史
の
町
・
清
川
の

街
歩
き
で
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

清
河
八
郎
記
念
館
・廣
田
館
長 

余
目
第
四
公
民
館 
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２月１３日は日本遺産の日 

企
画
展
「
酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
企
画
展
示
連
携
事
業
「
荘
内

藩
の
参
勤
交
代
」
で
は
、
致
道
博
物
館
か
ら
お
借
り
し
た
貴
重
な
資
料

の
画
像
を
パ
ネ
ル
に
し
て
皆
さ
ま
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
は
そ

の
中
の
ひ
と
つ
「
江
戸
往
来
所
々
駅
場
之
図
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

本
図
で
は
鶴
岡
か
ら
庄
内
藩
領
内
の
清
川
街
道
や
六
十
里
越
街
道
、

小
国
街
道
、
浜
街
道
の
ほ
か
、
他
領
域
に
あ
た
る
小
坂
通
、
笹
谷
通
、

信
州
通
や
三
国
通
、
会
津
通
、
米
沢
通
な
ど
、
江
戸
に
つ
な
が
る
各
通

り
沿
い
の
宿
駅
場
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
日
本
地
図
を
比
較
し

な
が
ら
見
て
い
た
だ
き
、
江
戸
時
代
の
街
道
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

企
画
展
示
部
会
よ
り 

酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇
年
記
念
展
示
連
携
事
業 

 
 

 
 

荘
内
藩
の
参
勤
交
代 

～
三
月
か
ら
の
展
示
資
料
～ 

二
月
十
三
日
は
、
２
（
に
ほ
ん
）
１

３
（
い
さ
ん
）
で
「
日
本
遺
産
」
の
日

で
し
た
。
山
形
県
内
に
は
四
つ
の
日
本

遺
産
が
あ
り
、
清
川
関
所
は
、
平
成
二

十
八
年
四
月
二
十
五
日
に
認
定
さ
れ

た
、
【
自
然
と
信
仰
が
息
づ
く
「
生
ま

れ
か
わ
り
の
旅
」
～
樹
齢
３
０
０
年
を

超
え
る
杉
並
木
に
つ
つ
ま
れ
た
２
，
４

４
６
段
の
石
段
か
ら
始
ま
る
出
羽
三
山

～
】
の
構
成
文
化
財
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。 館

内
に
「
生
ま
れ
か
わ
り
の
旅
」
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
鶴
岡
市
羽

黒
町
の
「
い
で
は
文
化
記
念
館
」
で

は
、
四
月
十
一
日
ま
で
企
画
展
「
山
伏

と
山
立
～
山
に
生
き
る
人
々
の
な
り
わ

い
」
を
開
催
中
で
す
。
こ
の
企
画
展
で

は
、
庄
内
町
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
の

珍
し
い
「
オ
コ
ゼ
奉
納
絵
馬
」
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

清川関所跡は日本遺産の構成文化財です 

ま
た
、
清
川
関
所
・
川
口
番
所
の
展
示

に
つ
い
て
色
々
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
「
致
道
博
物
館
」
で
は
、
日
本
遺
産
「
荒

波
を
越
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ
異

空
間
～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
～
」

の
北
前
船
関
連
資
料
群
を
所
蔵
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
酒
井
家
庄
内
入
部
四
〇
〇

年
企
画
展
示
「
鶴
ヶ
岡
城-

守
り
、
働
き
、

暮
ら
す
拠
点-

」「
鶴
岡
雛
物
語
」
が
開
催

中
で
す
。 

0 

清
川
関
所
で
酒
井
家
入
部
四
〇
〇

年
記
念
企
画
展
示
「
荘
内
藩
の
参
勤
交

代
」
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
後
に
、
庄
内

の
日
本
遺
産
を
め
ぐ
る
近
場
の
旅
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？ 

い
で
は
文
化
記
念
館 

致
道
博
物
館 

 

ほ
と
ん
ど
雪
の
降
ら
な
い
東
京
か
ら

庄
内
町
へ
移
住
し
て
３
ケ
月
。 

「
一
年
目
か
ら
こ
の
雪
の
量
を
体
験
し

た
ら
大
丈
夫
だ
。
」
と
皆
様
か
ら
励
ま
し

の
声
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
毎
日
除
雪

を
行
い
ま
し
た
。
水
道
の
凍
結
な
ど
ト

ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま
し
た
が
、
待
ち
遠
し

か
っ
た
春
の
訪
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
ホ
ッ
と
ひ
と
息
。
清
川
に
も

桜
を
は
じ
め
春
の
花
々
が
彩
る
時
期

が
、
間
も
な
く
や
っ
て
来
ま
す
。 

 

私
が
初
め
て
訪
れ
た
、
令
和
二
年
早

春
の
清
川
。
殆
ど
雪
が
な
く
て
、
心
地
良

い
春
の
風
を
感
じ
な
が
ら
街
歩
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。
初
め
に
こ
の
日
か
ら
営

業
再
開
さ
れ
た
御
殿
茶
屋
で
東
風
そ
ば

を
い
た
だ
き
、
御
殿
林
、
清
河
八
郎
記
念

館
、
歓
喜
寺
、
御
諸
皇
子
神
社
と
め
ぐ

り
、
清
川
駅
か
ら
陸
羽
西
線
に
乗
車
し

ま
し
た
。 

か
わ
ら
版
・編
集
後
記 

そ
の
二
年
後
、
清
川
に
移
住
し
て
色
々

お
手
伝
い
を
し
て
い
る
と
は
、
不
思
議
な

縁
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
か
わ
ら
版
で
ご
紹
介
し
た
、
清
川

歴
史
公
園
・
川
口
番
所
に
飾
ら
れ
た
お
雛

様
を
見
な
が
ら
春
の
訪
れ
を
感
じ
て
み

ま
せ
ん
か
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
（
玉
） 

江戸往来所々駅場之図（複製） 

致道博物館所蔵 

日
本
遺
産 

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 


